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 全体の構成は以下のようになっている。  
はじめに １、問題の所在／２、研究視点・研究方法について／３、先行研究について／
４、記録類表記の凡例  
第１章 近代日本青年団の生成と全国組織化過程  
 第１節 近代日本青年団生成の契機  
 第２節 軍事的国民教化策と青年教育体制の整備過程  
 第３節 全国連合青年団組織化過程  
第２章 地方青年団の組織化と展開―山形県を事例として―  
 第１節 山形県下青年団の組織化過程  
 第２節 山形県下青年団の組織と性格―何がどのように変更されたか  
 第３節 山形県下青年団の修養実践  
第３章 塩根川向上会設立の歴史的社会的条件  
 第１節 東北農村の生活  
 第２節 塩根川向上会設立の背景  
- 2 - 
 第３節 及位村の国有林  
第 4 章 塩根川向上会の組織と性格  
 第 1 節 塩根川向上会と塩根川部落  
 第 2 節 「会員相互の向上弥栄」実現方法・「共働」・「共有」・「公平」の原則  
 第 3 節 塩根川向上会の存在形態と及位村青年会との共存  
 第 4 節 塩根川向上会の「弁論部」・新しい青年をめざして  
第 5 章 『塩根川向上会記録群』にみる満州および満州移民  
 第 1 節 満州移民事業の性格と変遷  
 第 2 節 及位村における満州事変での戦死者の葬儀とその後  
 第 3 節 塩根川向上会会員の満州への派兵と満州移民  
 第 4 節 拓殖講習会と塩根川向上会会員の参加  
第 6 章 満州開拓から国内開拓へ―塩根川向上会初代会長  佐藤孝治の体験を中心に―  
 第 1 節 孝治満州へ  
 第 2 節 「弥栄村」における矛盾の露呈  
 第 3 節 満州「大八洲開拓団」の建設と運営  











「第 1 章 近代日本青年団の生成と全国組織化過程」は、明治末期に政府が地方青年団
の活動に着目し、地方行政組織の末端に組み込み、青年団の全国系統化を推進していく過
程を、青年団研究や教育史研究などの先行研究も駆使しながら解明している。  






「第 3 章 塩根川向上会設立の歴史的社会的条件」は、及位村レベルの青年団ではなく、




































 近代日本における「青年団」は、近世社会に自生的に存在した若衆・若者組が、近代国  
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家と社会に適用するよう改変され、官制青年団となったという負の歴史を持っている。そ  
れがために 1945 年以後の戦後改革の中では民主化の担い手として各地で活発に活動する
ようになる。そうした活動は、婦人会の歴史とも異なっている。ただ現代においては活発
に活動を続ける女性団体とは異なり、青年団活動は都市部・農村部共にあまり活発ではな
い。そうした状況下において、「青年団」のもった社会的意味を再検討し、分析すること
は、政治的年齢が下降する傾向にある現代社会にとっても有意義のものとなるだろう。  
 教育史の中で「青年団」を扱うことが多かったのも、「青年」という人生の一通過時期
にあって、どのように社会を彼らが捉え、また社会が彼らをどのように意味づけて、それ
ぞれ社会的活動に向かっていくのか、を考察しようがためである。「青年」を「大人の一
歩手前」と捉えれば、責任の軽さともなるが、本論文は、青年たちが自らの責任で、村や
社会の改革や発展にどのように向き合ったのかを考察し、いわゆる青年論とも異なった重
厚な分析を行っている。1930 年代の満州移民という国策への向き合い方や敗戦後の引き揚
げの中で新たな開拓団として茨城県に入植したことなどを歴史的に位置づけることも本論
文は努力している。  
 本論文は、膨大な一次史料と出会い、それらの整理から修復、解読を行うことで、住民
の信頼も獲得し、「青年団」の歴史的社会的意義を総合的に明らかにすることに成功して
いる貴重な研究である。  
 官制青年団である及位村青年団とは別個に、自らの集落である塩根川部落の青年が集ま
り、塩根川向上会という独立組織の青年団を作り、弁論会や文庫活動など活発な活動を続
け、自ら「向上弥栄」という目標を立て続け、戦争や不況という社会の荒波に立ち向かっ
ていった姿を克明に追究した点は、本論文の長所である。  
 ただ在郷軍人会と塩根川向上会との関係や、補習教育と村の指導層、または在郷軍人と
のつながりなど、史料上の問題はあるとしても、もう少し意識的に追究されるべき課題が
いくつかある。また文庫の蔵書一覧など貴重な史料も発掘、提示されたが、それらをどの
ように分析できるのか、かならずしも全面展開出来ているわけではない。自覚的な青年団
活動を続けていた彼らが、最終的には国策である満州移民の勧誘を受け入れ、「弥栄村」
「大八洲開拓団」を組織することになるのだが、それらを、山村の貧困や閉塞感からの脱
出、または「国策」という重みや戦局拡大などから説明するのでは不十分である。新しい
仮説を立て、本論文では採用されていない文学作品など、より多様な資料を採集して、青
年のメンタルにまで掘り下げた分析も必要だろう。統計的な処理にも工夫がいる。大字と
小字の関係を整理し、人口統計から対象集落の青年数と塩根川向上会の成員数の関係を明
らかにし、より実態に迫ることも可能だろう。  
 そうした課題をいくつか残しているものの、本論文が「青年団」という組織と活動の解
明に大きく成功し、新しいいくつもの事実の発見と、斬新な問題提起を行ったことは疑い
のないところであり、審査委員全員一致の結論として、博士（文学）の学位を授与するに
ふさわしい業績であると判定するものである。  
